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活　 ち 広 倔卜決
勦 金 立 布 願X す
に 沢 て 拡 を る

つ 副 よ 大 燃 明
い 会 う の え 年
て 長 と 金 上 へ

述 が 訴 字 が ｀
ぺ 明 え 箔 ら 新
た 年 た を せ た

゜の ゜打 ｀ な

第
３
２
０

回
中
央
会

議

が
７

日
午

後
３

時
、

学
会

本

部

別

館

で

開
催

さ

れ

た
。
席
上
、
原

田
会
長

か

ら
中

央
会
議
貝

の
再
任

な

ど
が

発
表
さ
れ

た
。
さ

ら

正
木

理
串
長

か
ら

平
成
沺

乍

度

の
会

計

報

告
か

お

り

、
承
認
さ

れ
た

。

会
本

部
別
館
で

開
催

さ
れ

た

。
こ

こ
で

は
、
2
0
1

5
年

「
世
界

広
布

新
時
代
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Ａ　NEWS ・話 題 （（（） ） ）

そ
っ
　

忖‐
ん
　

１
い
　

は
ん

扁

恕

図

光

諂

祀

自

白

Ｕ

匐

新
副
会
長
2
3氏
を
紹
介

埼玉・草加市での「草加ふささら祭り」（２日）には、

埼玉鼓笛隊（鈴木史織部長）が出演した。「おくのほそ

道」を餮した松尾芭蕉ゆかりの垉として、国が指定する

名勝 草゙加松原の松並木Ｊこ、心潤す音色がこだました

東京鼓笛隊（佐古直枝部長）は、東京・足立区の「旭
祭」（干住旭町商店街主催）でパレード（３日）。来鳩

者からは「皆さんの笑顔で衝が明るくなったようです」

「心の魯しさが伝わってきました亅 等の声があった

合
艮

。
準

師
範

。
昭
和

懣

年
入
会

。
5
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年
入

会
。
5
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熈

さ
ん

目

黒

い
１
｝ぐ
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ｔ
Ｊ
り
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石
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正
司

さ
ん

未
来

総
区

長
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凖

師
範
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昭

和

本

部
長
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第
２
総

東
京
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一
3
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入

会
。
5
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。

記

長
・

凖

師
範
・

昭
和
3
8
　

怜
呶
べ

酣

さ
ん

足

立

収

拾

ｂ
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一
稔
賢
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教

授
。
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和
4
0

松

山
淆
信

さ
ん

壮
年

年
入
会

。
4
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部
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・
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区
総
　

知
ｌ

ぺ
匹

見

総

昭
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叺

会
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5
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。

阪
長

。
凖
師

範
。
昭

和
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3

総
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長
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師
範
。
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和
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ん
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年
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Ｓ

Ｆ
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総
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。

お
く
ら
り
んＪ
卜

小
倉
賢

三
さ
ん

西

横

浜

総
県
長
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師
範
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和
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会
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Ｉ
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原
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横
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県
長
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め
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佐
野
文

彦
さ
ん
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岡

長
。
凖

師
範

。
昭
和
3
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年

入
会

。
5
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。

と
か
き
ｆ
ｙ
ｆａ

高
木

義
介
さ
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総
千

阪
長

。
準
師

範
。
昭

和
3
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入

会
。
5
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。

ぐ

ｕ
し
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匐

黠

猛
男

さ
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総
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手

長
。
凖
師

範
。
昭

和
3
7

年
入

会
。
5
6歳
。

た
か
や
χ
り
ょ
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ぃ
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良
一

さ
ん

総
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田
長

。
凖
師

範
。
昭

和
3
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年
入

会
。
5
6歳
。

か
ぎ
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に
人
て
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葛

西
仁
弟

さ
ん

総
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城
長

。
師
範
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昭
和
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入
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5
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す
ｆ
１
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木
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さ
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岐
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長
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準
師

範
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昭
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5
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。

そ
の
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さ
～
々
か

園
田

渭
貴
さ

ん

北
九

州

総
県
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。
準

師
範
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昭

和
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会

。
5
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・
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縄
総

県
長
。
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師

範
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昭
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年
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会
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。
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人
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―
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罵
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魯
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渣

水
一

遘
次

石
黒
正

司

松
山

跼

侶
『

ｈ

一 一 -

仙台市のr 冓葉区匣まつ

り」（３日）でパレードす
る官城鼓笛隊（久松噸子部

喪）。軽快なIJズムと笑顔

あふれる行進で、 平゙和の

凱歌s を高らかに奏でた

民

衆

の

凱

歌

を

高

圏

か

に

ｍ

翻
国

際
陽
暦

が
全
国
で
熱
演

創
価
文
化
の
聢

と
輝
く
音
楽
隊
・
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隊
の
友
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ヽ
各
地

一
　

の
行
老

黙
滴
ぷ

衆
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利
の
髟

螽
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に
ｒ

范

・

一

崎玉・東松山市で閼かれた「日本スリーデーマーチ」
（３日）で好演する劍価グ［1リア・ジュニア吹輿楽団

（田島敏男楽団長）。r 目と耳の両方で楽しめる、龕

の合うた演奏でした」などの感晒が閠かれた

菊
池

良
夫

大

野

茂
行
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嚶

并
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井

泰
子
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賢
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田
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光
峨

須
貝
玲
二

福
島
康
夫

小

呼
同
行

田
村
彰
浩

林
直
巳

汕
田
正
夫

佐
藤
剛

鈴
木

棯

平
井

．
巌

加
藤
皷
一
朗

大
槻
広
明

藤
井
江
利
子

鳥

井
限

崩
田

純

竹

中
正

人

園
田

正

中

村
守

相
楽

絏

鬧

高
杉

嵎
一

寒

河

江
弘

之

大

友
実

平

山

精
一

榔
崎

倫
哉

口

葎

政
美

今

村
里

美

山
内

好

浩

布

施
城

一

齋

籐
勉

吉

峰

耕
作

間

幹

夫

大

串

定
夫

松

波
利

子

横
山

利

明

設

桑

雄

］

成
田

圧

勝

佐

藤
了

佐
原

雅
彦

市

村

浩
二

溯

上

貞
昭

武
田

取

夫

罵
屋

原

等

池
上

純

代

中

山

正
士

中
川

浩

一
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島
康

裕

梶

本
宣
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秋

山
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人
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塚

彰

二

山
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剛

大
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【

東

京
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2
3
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）
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▽

北

総
区

婦
人

部
長

１

細
野

良

江【

壮

年
部

】

▽

魯
肥

長

卜
松

山
澗

信

【

文
化

本

部
】

▽
一

肥

長
＝

山

西

広
宣

【

淀

罘

部
】

▽

目
記

長

卜

杉
山

保

日
月

７
日

各

地

・
各

部

に

新

リ

ー

ダ

ー

各
地

・
各
部
の

新
任
人
「

艮
会

議
の

席
上
、

発
表
さ

事
が
本

部
人

事
委

員
会

獸

れ

た
・

決
定
を
ｔ

て
ヽ

全
国
総

県

」

東
京
・

北
総
区
の

婦
人

部

長
に
、

細
野
良

江
さ
ん

が
就
い
た

。

壮
年
部

に
松
山

蹣
信
書

記

長
が
誕

生
し
た

。

い

の

青
年

よ
」

等
の

攣
亠
＝
歇
を

爽
や

か

に
一

か
せ

、

声
曝

と
拍

手
に

包

ま
れ

た

iｉ
マ ル テ ィ ネロ シ ア

(山 田 博 之 楽 団

艮）は、奈良・橿原市内での「奈良県市民吹輿楽祭」（ブ
ラ スエイト2014) で熱演（２日）。山田光弘氏の指岡で

「バクス・ロマーナ」（松尾善雄作曲）などを披爾した

「 自 然 と の 対 括　 池 田 大 作 写 真 屐 」 が 各 地 で 繰 口 こ眞 献 し て い る 、 池 田 名 杏 会 長 の 心 や 情 熟 か 伝 わ っ ： の 西 宮 逹 二 理 事 長 は 「 四 季 折 々 の 雄 大 な 風 眼 に 感 勦

り 広 げ ら れ 、 貶 齎 を 呼 ん で い る 。 富 山 で は ７ 日 、 富 ： て き ま し た 」 と 語 っ た 。　　　　　　　 １ し ま し た 。 か け が え の な い 自 然 の 大 切 さ を 、 こ の 展

山 巾 呉 羽 会 館 で 開 賻。 鑑 賞 し た 寓 山 大 単 人 間 発 迎 科 ： ま た に 鳥 で は 同 日 、 府 中 市 の 上 下 町 商 工 会 館 で ス ｉ 示 が 訴 え 掛 け て い る よ う に 感 じ ま す ｊ と 述 べ た 。 と

学 部 の 松 本 瞭 一 教 授 は 、 「 世 界 で 平 和 ・ 文 化 ・ 教 育 ヨタ ー ト し た 。 来 賓 の Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 ・ 上 下 国 際 親 酋 協 会 ミも に ９ 日 （ 日 ） ま で 。 入 場 鰍 料 。

富山市 広島･府中市 で

自然との対話写真展

ンコ国際局長とウラジーミル・ツヴィク人文社会

学郎長が７日、東京・小平市の劍価学攤を訪問し
た。懇鮫会では、田村宙さん（扇校３年）がロシ

ア晒であいさつ。生徒からljr 廸族間の差貝を集

り越えるには」「憮界市民とは」などの髑問が活
発1こ。マルティネンコ国鼎局長は「唇さんの硬長

が、人顕の未案を開きます」と期枸を寄せた。ま

た同日。一行は民蓊文化センターを訪れた

聖
教
新

聞
連
載
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待
望
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単
行
本
化
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本
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で
連
載
の
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玉
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収
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書
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希
望
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あ
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。
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目
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ば
、
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光
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国
総
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席
上
、

新
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誕

生
し
た

参

議
1
3氏

、
剛
会

長
2
3氏

が
紹
介
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れ
た
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率
先

七

靫
で
同

志
の
た

め
に
行

動
し
ヽ
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勝
利
を

一一
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す

る
広

布
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ｔ
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開
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こ
こ

で
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新
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副
会
艮
の

プ
ロ
フ

ィ
ル

を
掲
載

す
る
。

馬
場
普
久
さ
ん

学
術
3
2
年
入
会
。
6
1歳
。
　

松
山
淆
信
さ
ん

壮
年

年
入
会
。
4
9歳
。
　

一
葉
艮
。
凖
師
範
。
昭
和
4
4
　
鈴
木
邦
和
さ
ん

岐
阜

裴

与・

全

子
総
区
副
　

忝

綮

見

副
教

部
微
弱

・
中
霆

区
総
　

知
ｌ

ぺ
匹

見

総
一
年
入
会
。
4
8歳
。
　
　

総
県
艮
。
教
授
。
昭
和
3
8

壮
年
部
艮
。
教
授
。
昭
和

学
部
長
。
武
蔵
野
総
区
総

合
長
。
凖
師
範
。
昭
和
り

神
奈
川
愬
記
長・
準
師
範・
一

黔

翳

さ
ん

総
大

年
入
会
謡

彎

匸

き

”
り

示

一

７

一

堂

一

７

一

政

一

襾

ぼ

一
▽
お
議
会
剛
臈
畏
＝
山
田
邦
明

（

ぶ

一

り

た

｛

ぶ

一

ｅ

ご

（

呈

り

竺

溺

ｍ

（

ぶ

Ｉ

９

－

一

旦

罍

ぷ

Ｉ

？

雲

リ

ヰ

印

則

并
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
晴
夫
荒
川
昌
幸
青
島
聘

。
尠

蔔
鉐
で
Ｊ

し

轟・
師
弟
の
道

・
‥・

使

命

の

庭

桜

梅

桃

李

の

劇

を

舞

い

ゆ
け

／

妙

法

の

家

族

の
絆

は

永

遠
／

他

・
‥・

広

布

の

舞

創

価

学

会

は

日

本

の

柱

／

仏

と

は

戦

い

続

け
る

人

／

他

・
‥・

福

徳

の

光

広

布

の

実

践

は

す
べ
て

善

根
に

／

多

宝

会

・
宝

寿
会

・
錦

宝

会

の

友
へ

／

他

●

巻

末

に

御

書

索

引

／

語

句

索

引

付

き

師

弟
不

二

の

師

子

吼

を

／

他

・
‥
．
勝

利

の

旗

冬

は

必

ず
春

と

な

る

／

「
勇

気

の

剣

」
で

勝

利

を

開
け

／

他

・
‥・
一
念

の

扉

・
‥・

対

話

の

園

励

ま

し

の

灯

台

た

れ

／

す

べ
て

の

民

衆

を

幸

福

に

／

他
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世
界
広
布
新
時
代
へ
更
な
る
飛
翔

自
行
化
他
の
実
践
で
「
人
間
革
命
」
を
成
就

原
田

会
長

rT則
47 °

折
伏
・
弘

教
、
聖

教
拡

大

、
そ
し
て

教
学
試

験
を

通
し

て
の
人

材
輩
出

と
、

目

覚
ま
し
い

広
布
伸

展
の

中

で

、

お

元

気

な

池

田

先

生
・
奥
様
と
共
に
、
晴
れ

や

か

に

「

創

立

の

月

」

を

迎

え

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

本

当

に

、

お

め

で

と

う
ご
ざ
い
ま
す
！

聖

教

新

聞

の

拡

大

に

あ

っ

て

は

大

き

く

部

数

を

増

や
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

ま

た

、

歓

喜

の

折

伏

の

エ

ピ

ソ

ー

ド

も

、

た

く

さ

ん

う

か

が

っ

て

お

り

ま

す

。弘

教

・

拡

大

に

奮

闘

す

る

同

志

の

代

表

に

は

、

「
1
1
・
1
8
」
記
念
カ
ー
ド

も

授

与

さ

れ

ま

す

。

折

伏

と

聖

教

拡

大

の

さ

ら

な

る

上

げ

潮

で

、

創

立

の

月

を

荘

厳

し

て

ま

い

り

た

い

。

今

月
2
3
日

に

行

う

教

学

部

任

用

試

験

に

つ

い

て

は

各

地

と

も

頑

張

っ

て

く

だ

さ

っ

て

い

ま

す

。

今

ま

で

活

動

に

消

極

的

だ

っ

た

方

、未

入

会

家

族

、

ま

た

会

友

の

方

な

ど

、

さ

ま

ざ

ま

な

方

が

い

ら

っ

し

ゃ

る

と

思

い

ま

す

。

「
地

区

２

人

以

上

の

合

格

者

」

の

輩

出

を

目

指

し

て

、

試

験

当

日

に

皆

が

勇

ん

で

受

験

で

き

る

よ

う

、

共

に

学

び

、

真

心

か

ら

の

激

励

を

行

っ
て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

そ
し
て
今
月
末
よ
り
、

い

よ

い

よ

財

務

納

金

か

始

ま

り

ま

す

。

世

界

広

布

新

時

代

の

躍

進

を

支

え

る

大

切

な

財

務

全国総県長会議から(要旨)

で

す

。

広

布

部

員

全

員

に

福

徳

と

功

徳

が

あ

ふ

れ

る

よ

う

、

絶

対

無

事

故

を

真

剣
に
祈
り
、
丁
寧
に
推
進

し

て

ま

い

り

た

い

。

こ

こ

数

年

、

財

務

を

悪

用

し

て

詐

欺

を

企

て

た

事

例

が

発

生

し

て

い

ま

す

。

ま

た

一

般

的

に

も

、

詐

欺

の

手

口

か

非

常

に

巧

妙

に

な

っ

て

い

ま

す

。

絶

対

に

巻

き

込

ま

れ

る

方

が

出

な

い

よ

う

、

注

意

を

喚

起

し

て

、

大

成

功

の

財

務

に

し

て

ま

い

り

た

い

と

思

い

ま

す

の

で

、

何

卒

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

◇

次

に

、

創

価

学

会

の

会

則

の

改

正

に

つ

い

て

申

し

上

げ

ま

す

。

私

ど

も

は

、

池

田

先

生

の

指

導

の

も

と

、

昨

年
1
1

月
、
広
宣
流
布
大
鋸
堂
の

建

立

に

よ

っ

て

世

界

広

布

新
時
代
を
開
幕
し
、
日
本

も

世

界

も

、

新

た

な

歓

喜

の

前

進

を
開

始

い

た

し

ま

し

た

。

広
宣
流
布
大
誓
堂
に
は

す

で

に

世

界

１

０

２

力

国

・

地

域

の

同

志

を

迎

え

て

お

り

ま

す

。

日

本

各

地

か

ら

、

世

界

か

ら

、

″
大

誓

堂

へ

、

大

誓

堂

冫

と

い

う
滔
々
た
る
信
心
の
流
れ

は

着

実

に

勢

い

を

増

し

、

名

実

と

も

に

、

創

価

学

会

の

「

世

界

広

布

新

時

代

」
、

す

な

わ

ち

、

世

界

宗

教

と

し

て

の

さ

ら

な

る

躍

動

が

開

始

さ

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

。こ

の

世

界

広

布

の

大

い

な

る

流

れ

を

決

定

づ

け

た

の

は

、

ひ

と

え

に

、
池

田

先

生

の

大

闘

争

と

未

来

を

展

望

す

る

構

想

に

あ

っ

た

こ

と

は

、

い

う

ま

で

も

あ

り

ま

せ

ん

。

破
門
し

、
広
宣

流
布
を

阻

む

魔
の

本
性
を

現
し
た

際

に
、
先
生
が
そ
の
時
を
捉

え
て

「
魂
の
独
立

」
を

宣

言

さ
れ

た
こ
と

が
、
重

要

な

分
岐
点

で
し

た
。

そ
の

魂
の
独
立

か
ら
2
3

年

。
先
生

の
指
導

通
り

。

世
界
広
宣
流
布
の
歩
み
は

日

本
に

お
い
て

著
し
く

伸

展
し
た
だ

け
で

な
く
、

世

界
１
９
２

力
国

・
地
域
に

ま

で
広

が
る
大

発
展
を

遂

げ
ま
し

た
。

こ
の

間
、
宗

門
と
決

別

し

て
か

ら
入
会
し

た
会

員

も
多
く

、
後
継
の

青
年

部

も
た
く
ま

し
く

成
長
し

、

前
進
を

続
け
て
い

ま
す

。

明
年

は
創
価

学
会
創
立

8
5周
年
、

池
田
先

生
の
会

長

就
任
5
5周
年
、
Ｓ

Ｇ
Ｉ

発

足
4
0周

年
の

佳
節
で

あ

り

、
学
会

は
、
い

よ
い
よ

世

界
宗
教

と
し
て

、
新
た

な

段

階

へ

飛

翔

す

る

時

を

迎

え

た

の

で

あ

り

ま

す

。

今

回

、

こ

う

し

た

経

緯

と
世
界
教
団
と
し
て
の
発

展
の
状
況
に
鑑
み
、
学
会

の
会
則
の
第
１
章
第
２
条

の
教
義
条
項
を
、
創
価
学

会

の

宗

教

的

独

自

性

を

よ

り

明

確

に

し

、

世

界

広

布

新

時

代

に

ふ

さ

わ

し

い

も

の

と

す

る

と

と

も

に

、

現

在
の
創
価
学
会
の
信
仰
の

実

践

・

実

態

に

即

し

た

文

言

に

す

る

た

め

に

、

改

正

い

た

し

ま

し

た

。

こ

の

改

正

は

、

本

日

、

所

定

の

手

続

き

を

経

て

、

総

務

会

で

議

決

さ

れ

ま

し

た

の

で

、

ご

報

告

い

た

し

ま

す

。

こ

れ

ま

で

の

条

文

で

は

「
こ
の
会
は
、
日
蓮
大
聖

人

を

末

法

の

御

本

仏

と

仰

ぎ
、
一
閻
浮
提
総
与
・
三
大

秘

法

の

大

御

本

尊

を

信

受

し
、

日
蓮
大

聖
人
の

御
書

を
根

本
と
し

て
、
日

蓮
大

聖
人
の
御
遺
命
た
る
一
閻
浮
提
総
与

広
宣
流

布
を
実

現
す

る
こ

と
を
大

願
と
す

る
」

と
な

っ
て
お

り
ま
し

た
。

こ

の
会
則
は

平
成
1
4年

（
2
0
0
2

年

）
に
改

正

さ
れ

た
も
の
で

す
。

当

時
、
宗
門

と
の

僧
俗

和
合

時
代
に
信

仰
実

践
に

励
ん

で
き
た
会

員
の

皆
さ

ま
の
感
情
や
歴
史
的
な
経
過

を
踏
ま
え
、
こ
の
「
一
閻
浮
提
総
与
・

三
大
秘

法

の
大

御
本
尊
」

に
つ
い

て

は
、
「
弘
安
２
年
（
１
２
７
９

年
）
の
大

御
本

尊
」

を
指

す
と
の

説
明
を
行

っ

て
い

ま
し
た

。

そ

れ
を
今
回

、
次
の

通

り
に
い

た
し
ま

す
。

「
こ

の
会
は

、
日
蓮

大

聖
人
を

末
法
の

御
本
仏

と

仰
ぎ
、
根
本
の
法
で
あ
る

南

無
妙
法

蓮
華
経
を

具
現

さ

れ

た

三

大

秘

法

を

信

じ
、
御
本
尊
に
自
行
化
他

に

わ

た

る

題

目

を

唱

え

、

御
書
根
本
に
、
各
人
が
人

間
革
命
を
成
就
し
、
日
蓮

大
聖
人
の
御
遺
命
で
あ
る

世

界
広
宣
流

布
を
実

現
す

る
こ

と
を
大

願
と
す

る
」

以

下
、
改

正
条
項

の
内

容
に

つ
い
て

説
明
い

た
し

ま

す
。

最
初
の

「
こ

の
会

は
、

日

蓮
大
聖
人

を
末
法

の
御

本
仏

と
仰

ぎ

は

、
従
来

の
会

則
か

ら
表
現
に

変
更

は

あ
り
ま
せ

ん
。

次
の
「

根
本
の
法

で
あ

る

南
無
妙
法

蓮
華

経
を
具

現

さ
れ
た
三

大
秘
法

を
信

じ

」

と

い

う

部

分

に

つ

い

て

説

明

い

た

し

ま

す

。

大

聖

人

は

、

宇

宙

と

生

命

に

内

在

明
年

の
「

世

界

広
布

新
時

代

躍

進

の

年

」

へ

、

廠
気

軒

高

に
出

発
し

た

全

国
総

県
長

会

鼠

（

本

郎
第

２

別

韜
内

の
常

勝

会

館
で

）

す

る
根
本
の

法
を

南
無
妙

法

蓮
華

経
で

あ
る
と

明
ら

か

に
さ
れ
ま

し
た

。
そ
し

て

そ
れ
を

、
末
法
の

全
民

衆
の
成
仏
の

た
め
に

三
大

秘

法
、
す
な

わ
ち
、

本
門

の

本
尊

・
本

門
の
題

目
・

本
門
の
戒
壇
と
し
て
具
体

的

に
顕
さ

れ
た
の
で

あ
り

ま

す

。

末
法
の

衆
生
の

た
め
に

日
蓮
大
聖
入
御
自
身
が
御

図

顕
さ
れ

た
十
界
の

文
字

曼

荼
羅

と
、
そ
れ
を

書
写

し

た
本

尊
は
、
全
て

根
本

の

法
で

あ
る
南
無
妙

法
蓮

華

経
を
具

現
さ
れ

た
も
の

で

あ
り
、

等
し
く

「
本
門

の

本
尊
」
で

あ
り
ま

す
。

そ
し
て

、
「
本
門

の
本

尊

」
に
唱

え
る
南

無
妙
法

蓮
華
経
が
「
本
門
の
題

目

」
で

あ
り
、
そ
の

唱
え

る
所
が
そ
の
ま
ま
「
本
門

の
戒

壇
」
と

な
り
ま

す
。

改

正
の
こ

の
部
分

は
、

そ
の

大
聖
人

の
法
門

を
信

ず

る
と
い

う
こ
と
で

あ
り

ま

す
。

次
に
、
「
御
本
尊
に
自

行
化
他
に
わ
た
る
題
目
を

唱

え
」
と

い
う
部
分

に
つ

い
て

説
明
い

た
し
ま

す
。

世

界

広
布
新
時
代

開
幕

か

ら
躍

進
へ

と
い
う

世
界

広

布
の
伸

展
が
加

速
し

つ

つ

あ
る
時
代

性
を

踏
ま
え

て
、
信
仰
の

本
義
を

あ
ら

た

め

て

明

確

に

し

た

い

と

思
い
ま
す
。

大
聖
人
の
仏
法
は
万

人

に

開

か

れ

た

も

の

で

あ

り

、

三

大

秘

法

は

あ

く

ま

で
一
人
一
人
の
信
仰
に
お

い

て

受

け

止

め

ら

れ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

あ
る
場
所
に
特
定
の
戒

壇

が

あ

り

、

そ

こ

に

安

置

す
る
御
本
尊
が
根
本
の
御

本

尊

で

、

そ

の

他

の

御

本

尊

は

そ

れ

に

つ

な

が

ら

な

け

れ

ぱ

力

用

が

発

揮

さ

れ

な

い

と

い

う

、

あ

た

か

も

″
電

源

と

端

子

″
の

関

係

で

あ

る

か

の

よ

う

な

本

尊

観

は

、

世

界

広

宣

流

布

が

事

実

の

上

で

伸

展

し

て

い

る

現

在

と

将

来

に

お

い

て

、

か

え

っ

て

世

界

広

布

を

阻

害

す

る

も

の

と

な

り

か

ね

な

い

の

で

あ

り

ま

す

。

大

聖

人

の

仏

法

に

お

け

る
信
仰
の
本
義
は
、
「
根

本

の

法

で

あ

る

南

無

妙

法

蓮

華

経

を

具

現

さ

れ

た

三

大

秘

法

」

を

信

じ

る

こ

と

に

あ

り

ま

す

。

貝

体

的

に

は

、

広

宣

流

布

を

願

い

。

御

本

尊

を

受

持

し

弘

め

る

と

い

う

自

行

化

他

の

実

践

で

あ

り

、

そ

れ

は

日

々

の

学

会

活

動

そ

の

も

の

で

あ

り

ま

す

。

そ

の

こ

と

を

「

御

本

尊

に

自

行

化

他

に

わ

た

る

題

目

を

唱

え

」

と

表

現

い

た

し

ま

し

た

。

詰
飃
大
誇
法
の
宗
門
と
は
全
く
無
関
係

広
宣
流
布
の
た
め
の
御
本
尊
を
学
会
が
認
定

「

受

持

」

と

は

、

一
。受

持

即

観

心

］

の

法

理

に

示

さ

れ

る

通

り

、

南

無

妙

法

蓮

華

経

と

い

う

根

本

の

法

が

具

現

さ

れ

た

御

本

尊

を

信

じ

、

唱

題

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

自

身

の

内

に

あ

る

仏

界

か

涌

現

す

る

の

で

あ

り

ま

す

。

し

た

が

っ

て

、

御

本

尊

の

力

用

は

、

自

行

化

他

の

実

践

が

あ

る

と

こ

ろ

に

発

揮

さ

れ

る

の

で

あ

り

ま

す

。

大

聖

人

の

御

本

尊

は

。

「

法

華

弘

通

の

は

た

じ

る

し

」（

御

書
1
2
4
3

（
－

）
、

す

な

わ

ち

民

衆

救

済

の

た

め

の

御

本

尊

で

あ

り

、

広

宣

流

布

の

た

め

の

御

本

尊

で

あ

り

ま

す

。

御

本

尊

は

広
宣
流
布
の
誓
願
、
信
心

で
拝
し
て
こ
そ
御
本
尊
の

力

用

が

発

揮

さ

れ

ま

す

。

創

価

学

会

は

、

大

聖

人

の

御

遺

命

で

あ

る

広

宣

流

布

を

実

現

す

る

た

め

に

、

宗

門

と

僧

俗

和

合

し

、

弘

安

２

年

の

御

本

尊

を

信

受

し

て

き

ま

し

た

。

し

か

し

、

宗

門

は

い

つ

し

か

堕

落

し

、

衣

の

権

威

を

笠

に

着

て

信

者

を

蔑

視

し

、

創

価

学

会

を

破

門

す

る

暴

挙

に

出

ま

し

た

。

さ

ら

に

法

主

詐

称

者

の

出

現

に

よ

っ

て

、

永

遠

に

法

主

が

不

在

と

な

り

、

宗

門

の

い

う

法

主

の

血

脈

な

る

も

の

も

断

絶

し

ま

し

た

。

大

石
寺
は
す
で
に
大
謗
法
の

地
と
化
し
、
世
界
広
宣
流

布

を

目

指

す

創

価

学

会

と

と

り

わ

け

．

平

成
３

年

Ｔ

９

９

１

年

）

、
日

蓮

正

宗

宗

門

が

創

価

学

を

は

全

く

無

関

係

の

存

在

と

な

っ

た
の

で

あ

り

ま

す

。

魂

の

独

立

以

来

、

学

会

員
は
皆
、
大
石
寺
に
登
山

す

る

こ

と

も

な

く

、

弘

安

２
年
の
御
本
専
を
拝
す
る

こ

と

も

な

か

っ

た

わ

け

で

あ

り

、

各

人

の

御

本

尊

に

自

行

化

他

に

わ

た

る

題

目

を

唱

え

て

絶

大

な

功

徳

を

受

け

、

宿

命

転

換

と

人

間

革

命

を

成

就

し

、

世

界

広

布

の

拡

大

の

実

証

を

示

し

て

き

た

の

で

す

。

ま

さ

に

、

こ

れ

が

会

興

が

実

践

し

、

実

感

し

て

い

る

と

こ

ろ

な

の

で

あ

り

ま

す

。

創

価

学

会

は

、

大

聖

人

の
御
遺
命
の
世
界
広
宣
流

布

を

推

進

す

る

仏

意

仏

勅

の

教

団

で

あ

る

と

の

自

覚

に
立
ち
、
そ
の
責
任
に
お

い

て

広

宣

流

布

の

た

め

の

御

本

尊

を

認

定

し

ま

す

。

し

た

が

っ

て

、

会

則

の

教

義

条

項

に

い

う

「

御

本

尊

」

と

は

創

価

学

会

が

受

持

の

対

象

と

し

て

認

定

し

た
御
本
尊
で
あ
り
、
大
謗

法
の
地
に
あ
る
弘
安
２
年

の
御
本
尊
は
受
持
の
対
象

に

は

い

た

し

ま

せ

ん

。

世

界

広

布

新

時

代

の

時

を

迎

え

た

今

、

将

来

の

た

め

に

こ

の

こ

と

を

明

確

に

し

て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次

に

、
「

御

書

根

本

に

」

の

都

分

は

、

従

前

の

会

則

と

内

容

的

な

変

更

は

あ

り

ま

せ

ん

。

最

後

に

、

「

各

人

が

人

間

革

命

を

成

就

し

、

日

蓮

大
聖
人

の
御

遺
命
で

あ
る

世
界

広
宣
流

布
を
実

現
す

る
こ

と
を
大
願

と
す
る

」

に
つ

い
て
説
明

い
た
し

ま

す
。池

田

先
生
の
小

説

『
人

間

革

命
』

の

主

題

は

。

二

人

の
人
間
に

お
け

る

偉
大
な

人
間

革
命
は
、

や

が
て
】
国
の
宿
命
の
転
換

を
も

成
し
遂

げ
、
さ
ら
に

全
人
類
の
宿
命
の
転
換
を

も
可

能
に
す
る

」
で
あ

り

ま
す

。
世
界
広

宣
流
布
の

実
現
と

い
っ
て

も
、

個
人

に
お
け

る
一
生

成
仏
、

す

な
わ
ち
人
間
革
命
の
成
就

に
よ
り

成
し

遂
げ
ら
れ

る

も
の
で

あ
る
こ

と
か
ら

、

教
義

条
項
の
中
に

『
各
人

が
人
間

革
命
を

成
就
し

』

現
す

る
と
い

う
学
会

活
動

の

基
本
は

、
こ

れ
ま

で
と

何

ら
変
わ

り
ま
せ
ん

。

明
年
は
Ｓ
Ｇ
Ｉ
発
足
4
0

周
年

。
さ

ら
に
2
0
0
1

年
か

ら
２

０
５

０
年

を
目

指
し

て
７

年

ご
と
の

前
進

を
期

す
「

第
２

の
七

つ
の

鐘
」

の
２

番

目
の
鐘

が
鳴

り

終
わ
り

、
３

番
目

の
艟

を
打
ち
嶋
ら
す
重
要
な
2

0
1
5

年
で

あ
り
ま

す
。

文

字
通
り

、
世
界

宗
教

へ
の

体
制
を

固
め
た

我
が

学
会

は
、
先

生
の
指

導
の

も
と
に
、
一
段
と
広
布
の

歩
み

を
世
界

に
広

げ
て
躍

進
し

て
ま
い

り
た
い

。
世

界

広
布
の

新
た
な
誓

願
に

燃
え
て

出
発

を
切
っ

て
い

き
た
い

と
思

い
ま
す

。

………日日Jy･｢滋 賀 の 日:｣ 記 念 の 総 会俘望収入齟ここに鈿都幽華冠グル宀プ が集い:

青゙ 年 の 心､、 で 新 し い 前 進一 人 一 人 が

|公 明 さ んを

扣・７「戮賀の日」と、

10・27「滋椡胄年 部の日」

を記念する 瀲桐総県総会

は４日､ 徽稠文化 会館で。

吉川総県聡 合長の話に

続き、戸田同 男子部長、

擱西同女子 都長が決意を

O lll披歴。鳥井総 県長、山田

同 巓人部長は 「師弟の倔

願を圃に 、新たぷ裾論妬

原点を刻もう 」と呼ぴ掛

けた。山内 関西 長が励ま

した。

華冠グループ（美容関
知 ご貰わ・女９部・ 蓊

い ） の首 都 圏総 会 が ４

日、東 京・創価女子会 館

で蘋ら かに開催された。

志賀 麻由さ ん、田島英

子さん か活動報告。田中

委員長 は、最高の哲学を

持った 長のア ーチスト､、

Ｕ゛ として自身を
辰き、幸福

１　　　　･･　
回こ勝利の人生を築こうと訴

えた。吉井女子部長がた

たえた。

地 域 で 職 場 で 、

｢宰冠コーラス｣ が

(創価女子会館で)

の友。首都圏総会では

清新な歌声を被露した
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滋 賀 腿 県 の 総 会 で は 中JI

と
の

文
言
を

新
た
に
加

え

ま
し

た
。

ま

た

、
こ

れ

ま

で

の

「
一
閻
浮
提
広
宣
流
布
」

を
「
世
界
広
宣
流
布
」
と

現
代

的
な
表

現
に
あ

ら
た

め
ま

し
た

。

以

上
を

踏
ま
え
て

、
今

回
、

会
則
の

教
義
条
項

を

改
正

い
た
し

ま
し
た

。

今

回
の
改

正
は
、
こ

れ

ま
で

の
創
価

学
会
の
信

仰

の
基

本
を
、

大
聖
人
の

仏

法
の

本
義
に

立
ち
返

っ
て

明
確

に
し
た

も
の
で

あ
り

ま
す

。
し
た

が
っ
て

、
学

会
員
が
各
人
の
御
本
尊
に

自
行
化
他
に
わ
た
る
唱
題

を
し

、
そ
れ

に
よ
っ
て

自

身

の

人

間

革
命

を

成

就

し
、

世
界
広

宣
流
布
を

実
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